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1 試験の内容 

 

 

 

2 試験時間 

 １級、２級とも 90 分 

3 注意事項 

(1) 試験監督者の指示があるまで試験問題を開けないこと。 

(2) 解答用紙に、受検番号、氏名、ふりがなを必ず記入する。 

(3) 問題用紙と解答用紙が配布されていることを確認し、それらに異常がある場合は黙って手を挙げ

ること。 

(4) 試験開始の合図で始めること。 

(5) 解答の方法については下記事項に従うこと。 

イ 真偽法については、一つ一つの問題の内容が正しいか、誤っているかを判断して解答すること。 

ロ 多岐択一法については、正解を思うものを一つだけ選んで、解答すること。二つ以上に解答した

場合は誤答となる。 

ハ 解答用紙（マークシート）へ解答する際は解答用紙に記載されている注意事項に従うこと。 

ニ 解答用紙に記載されている注意事項に従うこと。 

学 科 試 験 

１級                 ２級 

 

５０問                     ５０問 

選択式（多肢択一法）             真偽法（２５問） 

                        選択式（多岐択一法） 
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(6) 受検番号の記載間違い、氏名の記載なし、マークシートのマークをボールペンで記入した場合

には失格となる。 

(7) 電卓の使用は許可するが、次の電卓は使用禁止とする。 

⚫ プログラムの入力機能や記憶機能を持つ電卓 

⚫ 電子手帳・携帯電話等に付属する電卓 

⚫ 記録紙の出る電卓 

⚫ ほかの受検者の妨げになるような音の出る電卓 

(8) 携帯電話、スマートフォン、スマートウオッチなどの通信機器類は、使用禁止とする。 

(9) 試験開始後の質問は一切受け付けない。 

(10) 試験時間の半分（45 分）が過ぎたら、退出可とする。 

(11) 試験中に、体調がすぐれない場合は、黙って手を挙げ、検定員（試験監督官）の指示に従う。 


